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会務報告 Report of the JSL Activities 
 

  
第１４回観察会（群馬県みなかみ町，奥利根水源の森；２０１５年９月）報告   
Report of the 14th JSL Field Meeting at Minakami-machi, Gunma-ken, central Japan, 
September 2015 / by WATANUKI Osamu & ANZAI Tadao 

>>>>> 綿貫 攻・安斉 唯夫（地域活性化委員会関東） 

 

群馬県利根郡みなかみ町奥利根水源の森において地

衣学会主催第 14 回観察会が開催されましたので，報

告いたします. 

 
＊ ＊ ＊ 

 

開催日:2015 年 9 月 19 日(土)〜20 日(日) 

開催場所:群馬県利根郡みなかみ町藤原 

講師:原田浩氏(千葉県立中央博物館) 

参加者:20 名(講師，日帰り参加者含む) 

 

＊ ＊ ＊ 

 

地衣学会主催の第 14 回観察会を,群馬県み

なかみ町にある奥利根水源の森において,大

勢の参加者を得て開催することができまし

た.  

奥利根水源の森は武尊山（2158m）の北面にあたり，

講師である原田先生が BE-PAL(2005，No.290)で紹介さ

れた場所です． 

初日は JR 上越線水上駅で集合し，参加者の車に分乗

して約 40 分，奥利根水源の森の入り口に当たるキャン

プ場（標高約 1350m）に到着しました．ここで１日目だ
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図 1． キャンプ場に到着し観察開始.
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け参加の利根沼田自然を愛する会に所属する現地参加

者２名と合流し，観察を始めました（図１）． 

キャンプ場を出るとすぐにブナ林が広がります．左

の俣沢沿いの樹幹に生育するバンダイキノリ，ナガサ

ルオガセ，ヘリトリツメゴケ，ナメラウラミゴケなど

を観察した後，マキバの沢沿いの広場へ．ブナの樹幹

にはカブトゴケ属（図２），アワビゴケ属などの葉状

地衣やサルオガセ属（図３）などの樹状地衣が目立ち

ます．倒木の枝や落枝にはコフキオニノヒゲ，バンダ

イキノリ，モンシロゴケモドキなどが着生していまし

た．また，アンチゴケ，サボテンアンチゴケ，アンチ

ゴケモドキ（現地では和名をコアンチゴケとしていた

もの）を比較観察することもできました． 

続いて「森林浴のみち」沿いで観察しました．ブナ

の樹幹にはクズレウチキウメノキゴケ，チヂレカブト

ゴケモドキ，コナクロボシゴケ，フォーリザクロゴケ，

サビイボゴケなどが着生し，遊歩道の石の上にはバラ

ゴケや担子地衣のキリタケも見ることができました．

マキバの沢にかかる橋が壊れているので同じ道を広場

まで戻り「ささやきのみち」へ．ウラグロエビラゴケ，

 
図２． Lobaria spathulata ヘラガタカブトゴケ．          図３．Usnea diffracta ヨコワサルオガセ. 

 
図４．Multiclavula mucida キリタケ．             図５．２日目の観察風景． 
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モミジツメゴケ，チヂレツメゴケなどを観察し，マキ

バの沢ではサワイボゴケを採集しました． 

翌日は日帰り参加者と宿で合流したのち再び水源の

森へ．管理道路脇の倒木には初日にもみたキリタケが

群生していました（図４）．２日目の観察地はヒメカ

イウ園駐車場（標高約 1460m）から田代湿原（標高約

1570 m）までです．ブナ林のなかの登山道をセンシゴ

ケ，トゲヒメゲジゲジゴケ，ハクフンゴケ，アツバヨ

ロイゴケ，クロアカゴケなどを観察しながら登りまし

た（図５）．昼食後，湿原を周回する遊歩道へ．入り

口付近の倒木にはアワビゴケ属地衣上にセンシゴケが

生育していました（図６）． 

下山後，キャンプ場で散会，水上駅組と上毛高原駅

組に分かれ帰路につきました（図７）． 

奥利根水源の森ではカブトゴケ類などの大形葉状地

衣やサルオガセ類などが多く見られます．講師の原田

先生によると，以前はこのような場所がたくさんあっ

たそうですが，最近では本当に少なくなっているそう

です．ここは北側も南側も山に囲まれた谷にあたるた

め，大気汚染物質による影響が少ないのでしょうか？

今後もこのすばらしい景観を残さなければならないと

思いました． 

今回の観察地は，今までも観察会が計画されました

が，台風の影響で中止となったり宿泊場所が確保でき

ずに断念したいわくつきの場所でした．三度目の正直

で開催にこぎ着け，好天にも恵まれ，実りある観察会

になったと思います． 

今回の観察会で観察された地衣類については，事前

の下見および事後の追加採集の結果もふまえ，標本に

基づいた報告をする予定です． 

 
図６．Lichen on Lichen． 
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最後に，本観察会にあたり採集許可をいただきまし

た関東森林管理局利根沼田森林管理署及び群馬県利根

沼田環境森林事務所に感謝申し上げます． 
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図７．集合写真． 


